
ガブ（初版） 

 

 僕の過去の経験からみなさんにお伝えしたいことがあります。それは「どんなに逃げて

も、自分からは逃げられない」ということです。これを学んだ経験をお話しします。 

 若い頃の僕はクズでした。人との約束を破り、ウソをつきまくり、仕事から逃げ、家族

からも逃げ、周りの心配や忠告も一切無視してありとあらゆる「責任」という名のつくも

のを蛇かつのように嫌い逃げまわっていました。あっという間に生活は破たんし、当然な

がらどこにも行き場はありませんでした。 

 それでも職を変え、土地を変え逃げまわり続けましたが、最後に行きついた先で、本当

に生きることも死ぬこともできなくなった末に気がついたのですが、残念ながらその時す

ぐに言葉にできたわけではありません。 

 人は物事を考えたり、他の人とコミュニケーションを取るために言葉を使います。あら

ゆる人やものごとから逃げまわっていた僕には考えることも、コミュニケーションを取る

相手もいなかったのでその時の僕には言葉が無くなっていたのです。ただあることをきっ

かけに「どんなに逃げても自分からは逃げられないんだ」ということを感じることができ

ました。その事を言葉にするにはもう少し時間が必要でしたが。 

 具体的なことは差しさわりがあるので一切書けませんでしたが、これが僕が「自分から

逃げられない」ということに気がついた出来事です。 
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